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江
戸
時
代
の
街
道
と
宿
場

　
江
戸
時
代
は
、幕
府
に
よ
っ
て
五
街
道
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
国
内
の
街
道
そ
し
て
海
路
が
整
備
さ

れ
、交
通
環
境
が
整
っ
た
時
代
で
す
。各
街
道
に
は

宿
場
が
設
け
ら
れ
、そ
の
宿
場
に
は
幕
府
の
公
用
荷

物
の
輸
送
を
担
う
人
足
や
伝
馬
が
置
か
れ
ま
す
。

ま
た
、街
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
通
行
量
が
増

加
し
、全
国
か
ら
江
戸
な
ど
の
大
都
市
に
向
け
て

米
や
名
産
品
が
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。各

地
の
宿
場
で
は
人
と
物
が
行
き
交
い
、旅
人
を
相

手
と
す
る
商
売
も
起
こ
り
、活
気
が
生
ま
れ
ま
し

た
。中
山
道
に
属
す
る
醒
井
宿
も
そ
の
よ
う
な
宿

場
の一つ
で
す
。今
回
は
、古
文
書
か
ら
江
戸
時
代

初
期
の
醒
井
宿
の
様
子
を
見
て
い
き
ま
す
。

「
江
龍
典
礼
家
文
書
」か
ら
み
る
醒
井
宿

　「
江
龍
典
礼
家
文
書
」は
、醒
井
で
宿
場
役
人
や

村
の
庄
屋
な
ど
を
務
め
た「
江
龍
典
礼
家
」に
伝

わ
っ
た
古
文
書
群
で
す
。醒
井
自
治
会
が
取
得
さ

れ
、教
育
委
員
会
で
資
料
の
整
理
を
進
め
て
き
ま

し
た
。資
料
点
数
は
１
６
９
３
点
を
数
え
、江
戸
時

代
初
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
醒
井
の
様
子

が
分
か
る
古
文
書
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、江
戸
時
代
の
主
要
な
街
道
で
は
、幕
府
や

大
名
の
交
通
を
支
え
る
た
め
、各
宿
場
に
人
足
と

伝
馬
を
常
備
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

醒
井
宿
が
属
す
る
中
山
道
で
は
、50
人
の
人
足
と

50
疋
の
伝
馬
を
常
備
す
る
こ
と
と
な
り
、寛
永
10

年（
１
６
３
３
年
）ご
ろ
に
は
、幕
府
か
ら
各
宿
場
に

対
し
て
助
成
米
の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
。「
江
龍
典

礼
家
文
書
」に
は
、こ
の
時
に
醒
井
宿
に
対
し
て
、

年
間
で
米
六
石
余
り
の
支
給
を
決
め
た
古
文
書
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
古
文
書
は
、幕
府
勘
定
奉

行
所
の
役
人
か
ら
小
堀
政
一（
小
堀
遠
州
）に
宛
て

ら
れ
た
通
知
文
で
、幕
府
役
人
の
印
鑑
が
押
さ
れ
て

お
り
、江
戸
時
代
初
期
の
交
通
政
策
が
分
か
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

　「
醒
井
宿
人
別
帳
」か
ら
は
、延
宝
５
年（
１
６

７
７
年
）の
段
階
で
の
醒
井
宿
の
人
口
と
住
民
の
生

業
が
分
か
り
ま
す
。当
時
の
人
口
は
６
７
３
人
あ

り
、う
ち
男
性
が
３
５
７
人
、女
性
が
３
１
６
人
い

ま
し
た
。ま
た
、生
業
と
し
て
は
、問
屋
12
人
、馬
指

（
伝
馬
差
配
役
）２
人
、「
あ
り
き
」（
人
足
差
配
役
）

２
人
、「
か
う
さ
く
か
せ
き
」（
農
業
）80
人
、「
山
か

せ
き
」（
山
で
の
伐
採
な
ど
）13
人
、「
あ
き
人
」（
商

人
）19
人
、駕
籠
か
き
12
人
、桶
大
工
４
人
、茶
屋

７
人
、紺
屋（
染
物
屋
）３
人
、表
具
屋
・
干
物
屋
・

唐
笠
張
り
が
各
１
人
、猟
師
２
人
、「
一
銭
そ
り
」

（
髪
結
い
）２
人
、僧
侶
３
人
な
ど
、商
人
・
職
人
が

お
り
、な
か
で
も
駕
籠
か
き
や
茶
屋
と
い
っ
た
宿
場

な
ら
で
は
の
生
業
が
見
ら
れ
、旅
人
を
相
手
に
商
売

を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
取
り
上
げ
た
古
文
書
を
含
む「
江
龍
典
礼

家
文
書
」を
、醒
井
宿
資
料
館
で
１１
月
か
ら
展
示

し
ま
す
。ぜ
ひ
、古
文
書
か
ら
、江
戸
時
代
の
醒
井

宿
の
様
子
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　  （
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
存
活
用
推
進
室
）
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米原警察署情報消費生活相談コーナー 米原警察署 ☎52-0110問

指名手配犯の発見・逮捕にご協力ください害虫駆除サービスのトラブルにご注意ください

「おかしいな」と思ったら、
一人で悩まず、

まずは消費生活相談窓口へ
ご相談ください。

 市 消費生活相談窓口（本庁舎）
相談専用　☎53-5110

令和7年市内交通事故数（9月末時点）
件数  40件（+1件）　  死者1人（±0人）
傷者  51人（－6人）　※(  )内は前年比

　ネットで見つけた安価な業者に蜂の駆除を頼んだが、請求が想定よ
り高額だった。作業後であったためやむなく支払った。

消費生活相談員より一言
　ネットで検索した際の検索上位が優良業者とは限りませんし、記載の金
額で依頼できるとも限りません。事前に必ず見積をとって、作業内容や料
金などをしっかり確認しましょう。なお、ネットで安価な価格表示だったにも
関わらず高額請求された場合、クーリング・オフできる可能性があります。

（受付） 平日 9時30分～16時

　11月は全国の警察を挙げて指名手配犯の追跡
捜査を強化します。指名手配犯の発見・検挙には、
皆さまのご協力が欠かせません。「よく似た人を
見た」「不審な人がいる」といった情報は、どんな
些細なことでも構いませんので、警察に通報して
いただくようお願いします。
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古
文
書
か
ら
み
る
醒
井
宿

―

「
江
龍
典
礼
家
文
書
」の
整
理
成
果
か
ら―

Maibara Topicsまいばらの話題をお届け!

明治安田生命保険から
寄付贈呈

　明治安田生命保険相互
会社滋賀支社から、地元の
元気プロジェクトの一環と
してご寄付をいただき、9月
10日に贈呈式を行いまし
た。いただいたご寄付は、
乳幼児健康診査の備品購
入など、子ども・子育て支援
に活用させていただきます。

伊吹市民自治センター跡地活用へ
提言

国道8号米原バイパス
開通式

　昭和45年から整備が進め
られてきた国道８号米原バ
イパスが開通し、9月23日に
開通式が行われました。この
道路は長浜市から彦根市ま
でを繋ぐ延長10.3kmで、今
回の開通により、渋滞緩和や
地域間交流の促進などの効
果が期待されています。

　長浜市、米原市等で構成
する湖北地域雇用創造協
議会の事業が厚生労働省
の補助事業に採択されたこ
とに伴い、9月２５日に長浜
市、米原市と滋賀労働局が
雇用対策協定を締結しまし
た。今後、女性の雇用促進
等に連携して取り組みます。

　現在の伊吹市民自治セ
ンター運用終了後の跡地
活用に向けて、9月11日、
伊吹市民自治センター跡
地活用を中心としたまちづ
くり検討委員会の石河康久
委員長から市長へ提言書
が手渡されました。

長浜市･米原市が
滋賀労働局と雇用対策協定締結

教育委員会委員任命式
　9月29日に教育委員会委員
任命式が行われ、新たな委員
として北川真依子さんが任命
されました。任期は令和7年10
月1日からの4年間で、北川さ
んは「子どもたちに楽しい日々
を送ってもらえるよう、自身の
これまでの経験を生かして尽
力したい」と抱負を語りました。

　このたび、日本宝くじ協
会の助成を受けて日本観
光振興協会が制作したプラ
ンターを近江母の郷コミュ
ニティハウスへ寄贈いただ
きました。
　近江母の郷コミュニティ

ハウスでは、宇賀野福祉会から季節ごとの花の苗を提供
いただいており、これからも田んぼっ湖カフェの皆さんの
協力を得て、花のあるまちづくりに取り組んでいきます。

◆令和７年度宝くじ助成事業を紹介します◆
宝くじの助成金は、
地域のあらゆるまちづくり活動に
役立てられています

大清水区（一般コミュニティ助成事業）
助成額210万円　草刈機１台

花のあるまちづくりに取り組んでいます！

※コミュニティ助成事業とは、コミュニティ組織
（自治会）の活動に必要な設備の整備や自主防災
組織の育成など地域活動を行うため、宝くじの社
会貢献広報事業として助成されるものです。

きた  がわ　ま　 い　 こ

いし  かわ  やす  ひさ

広報まいばら 2025.11　　⑯⑰　　広報まいばら 2025.11

小堀政一に宛てられた　
幕府からの支給米を記した通知文▶

◀生業の様子が分かる　
　「醒井宿人別帳」

市 伊吹市民自治センター　☎53-5190　　58-1630問 FAX
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